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農村電化の実態釦よぴその問題点

斎　藤　政　夫　（農政学研究室）’

Masao SAITO

In▽est1gat1on　of　Actua1Cond1t1ons　on砒e　Rura1E1ec枇1f1cat1on

　　　　　　　　　　　and．1ts　Cons1aerat1on

　　　　　　　　緒　　　　言

　農業におげる労イカの生産力を高揚することの重要性が

戦後とくに叫ぱれている。

　これは，わが国の農業が新開国たるアメリカその他の

先進国のそれに比較して，はるかに労仇生産力の低いと

いうことで相対的に表現されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　たとえば，コーリソ⑧クラーク著「経済進歩の諾条件」

による桜井豊氏の「労仇生産力と土地生産力」（大谷省

三，大内力編，農業生産力論考，昭和23年，1／5～116頁

を参照）はごれである。

　ところで，この農業におげる労仇の生産力を高揚する

重要な手段として，農業の機械化が考えられるのである

が，農業の機械化で重要な一つの点は，その原動力ない

しは原動機の問題である。それに引続いて作業機が問題

となつてくる。そしてこの原動機には，現在のところ，

石油発動機と電動機との二種類が最も重要と考えられる

が，そのおのおのにおいて一長一短がある。

　著者は・昭和25年に羊　　　　　　　　未1表

時ラ山口県下において最

　　　　　　　　調査村の概況
　テニ言ぺ

　滝部村は山口県の西端，国鉄山陰線が日本海岸の北浦

から下関市に向かって南に急カーブする辺の，滝部駅で

下車すれぱ，ほ父村の中央に位置するごとがでぎる。

　この村は，全村海に面しない一大盆地であつて，周囲

がやや小高い山にかこまれ，村内に丘陵の起伏した農山

村である。その全面積約1，230町歩；うち耕地面積約280

町歩，・したがつて耕地率は23％となり，わが国全体の耕

地率約／5％よりは，はるかに高い村である。

　’また水田は総耕地のうち242．2町歩であつて，水田率’

85．8％，これまた全国の水田率約56％前後に比較しては

るかに高いのである。

　総戸数575戸のうち農家戸数は約300戸，農家率は522

％，総人口は・3，0／5人であつて，このうち農家人口は約

1，500人，農家人口比率49．9％となつている。これらの

詳紬は，矛1，矛2表に示される通りである。

土地利用状況　（昭和23年度）

も農村電化の進んでいる

といわれている豊浦郡滝

部村の電化事晴を実睦に

調査した。そしてこの調

査結果は，昭和26年島根’

農科大学に移ってから取

りまとめられたので，ご

の村の電化の行われた原　　　（備考）

因，現状，効果および将来の問題点などを一事例的に報

告することとしたのである。

区 合 耕　・　　　1　地 山 原 そ

田 普 果． 開 の

分 計
計

湿田1
通 樹 墾

乾田 計 畑 園 地
林 野 他

面積町 1，231．0 …… ・1．・1 　122／・01242・2 ・・…
2．0 1．0 881．8 64，0 ‘3．0

100．0 2ろ．0 、1．7 ／8．0 19．7 3．0

百分率
0．2 0．1 71．6 5．2 0．2

％ 100．0 7，5 78．3 85．8 13．1 0．7 0．4

02

資料は山口県豊浦郡滝部村，農業協同組合のものより作成、

（注）　Co1in　C1ark，τゐθ0o沌∂れ｛oη80！亙coπo㎜北

　P708アθ∬，1st　e吐　1940，2nd　ed。，Co固p｝ete1y

　rewr1tten　1951．

　このように，農家戸数および農家人口が，それぞれ村

’全体の約半数しか占めていないというのは’それは，矛

二に・この村が昔から豊北堆帯※におげる物資交換の要

衝として，村の中心地を「市」と呼び「街」が形成さ

れ，全国でも珍らしい「奉公市」※※という労仇市場が
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矛2表滝部村の戸数及び人口　（昭和24年度）

俸給取．日稼．I

区　　　分 総　数 農　業 商　　業 工　業 飲食．旅館業．

運搬業

実数戸 575 300 130 40 105
戸　数

％ ／00．0 52．2 22．6 6．9 ／8．3

実数人 3，015 ／，505 510 265 7ろ5

人
計

％ 100．0 49．9 ／6．9 8．8 24．4

実数人 1，495 750 250 ／30 365
男

％ ／00．0 50．2 16．7 8．7 24．4

口 実数今 1，520 755 刊よ1 370
女

％ 100．0 49．7 24．3

　（備考）資料は山口県豊溝郡滝部村，農業協同組合のものより作成。

存在したとごろでもあるからであろう。　　　　　　矛4表滝部村の畜産状況～家畜頭羽数～家畜単位

に多い理由をなしていると思われ

るら

　しかし，村の産業はもちろん農

業が主体であるが，その中でも米

麦中心で（矛3表参照），副業的

に畜産，特に和牛の子牛の生産が

盛んである（矛4表参照）。

　林業は木材生産のほかに，相当

の製炭が行われ（矛5表参照），

若干の製材，竹製晶などの工場が

あるくらいで（矛6表参照），別

に目立つた他の産業は今のところ

見当たらない。

　矛二に，この村は，下関市を中心とする

関門都市への通勤限界にあり，相当多数の　　種　類

樺給取，目稼人などの通勤者があること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭羽数　以上の事膚からして，矛2表でも見られ」

るような，商業と俸給取？目稼人，飲食⑧旅

館業，運搬業などの矛三次産業比率が割合

ウ　　　　シ

乳牛1和牛1計

4 320 324

ウマ

／3

ブタ ヤギ

3

ウナギ

30

ニワ
トリ

1，b24

一戸当
家畜単
位

↑．2

（備考）資料は昭和2ろ年度のもの，同村，農協調より引用

矛3表　滝部村の農産物生産状況　（昭和22年度） 矛5表 滝部村の林産物生産状況

種・類 作け面積牧穫高 供出高 反当牧量

コ　　　メ
　　反2，384

4，548石 2，842石 1，908肩

ム　ギ類 1，！67 1，248 6／6 コ．069

カンシヨ 173 48，000貫 21，500憤 240貫
バレイシヨ 70 ／6，／30 ／2，480 234

野　　菜 155 31，000
｝ 200

雑　　　穀 75 3ア．5肩
’ 500令

野菜種子 20 、7．5 7．0肩 325

果　　樹 20 8，000貫
一 400實

反当牧量

　1908肩

240賀

500今

400實

樹 種 薪’材 炭 材 用 材

焉 肩 肩

マ ツ 300 1，000 3，500

ナ ラ 150 750 ｛
力 シ 80 300 一
ヒ ノ キ ’ 」 200

・ス ギ
一 一 700

束

タ ケ 一 ， 8，000

そ の 他 4，500 2，800 一

（備考）資料は同村，農業協同組合のものより作成

　　　供出制度の関係上，作け面積，牧穫高，従

　　　つて厚当牧量は少しひか冬目にしてあるよ

　　　うに見られる。．

※　　畳北地帯一一山口願登浦郡の北部七ゲ村（寵部樹を中心さして，東働

　の圧緋（たすき）村・北側の粟野（あわの）村・爾北鰯の阿川（あが

　　わ）村，酉側の榊玉（かんたま）村，爾囲（かんだ）村の爾村ε，更

　　に離島の角島（つのしま）村をいい，着から麓齋地理的に’つのまε

　　まつたブロツクを形成しているo

※※「奉公市」一一雰働市であるo出稼，すなわち奉公を希望する多敷の昭

　女（多くは着い人）が「脂」の定引二（最盛時ほ】日，10日，20日の

　月3国に）多くの雇入希望音ε臼同して，相亙熱譲の上屈よう期閲（年

　期）・賃金（恩）な｝を契約し・その約定がまεまれは，それに從つて

　雇ようが行われるεいう輿蛛ある甥働市場であるO

　　この溺都の奉公市ほ，今から約250隼以上も前から行われ，近隣十敷

　ケ村から奉公人・慶よう韮が，おのおの合せて，年間延べ2子人から3

　　干人も駿合集散しブニ「布（いち）」であつた遣いわれている◎この命目

　　にほ，日用吊や経密用晶の物賓の璽買，象換が肺」ε同酵に行われ

　す二のであるO今同，ζのr奉公あ」ほない◎

（備考）資料は昭和22年度推定，同村農協調

　矛6表滝部村の工業状態（昭和23年度）

工場種類 工場数 備　　　　考

製　　　材 4 、年製材約4・000石、

製　　　箱 1
竹　製　晶 3

はし，釣竿，ノリダケ，伸子
張，編棒

陶　磁　器 1 ’食器，おもちや

たたみ製造 2 年産，約1，000枚
’

かわら製造 ／ 年産約40，000枚

農機具製造修理 1 飛行機馬鍬，代掻馬鍬，その他

家具，建具製造 4
野　か　　じ z
専業製炭 6かま 年問絢3，000俵

はし，釣竿，ノリタケ，伸子

飛行機馬鍬，代掻馬鍬，その他

（備考） 資料は同村農協調による。
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　しかし，一歩滝部村に足を踏み入れて見ると，そこに　　に使う石油の入手困難は，それまでかなり使用されてい

は，全村全戸に電灯線以外の電線が張り廼らされ，村の…　た石油発動機の使用さえ不便を感手るようになり，何と

中を従横に電柱の立つた光景が見出ざれる。　　　　　　　か農業経営続行のための労仇対策を講じなげれぱならな

　それは，この村が昭和21年12月12目付で農林省から全　　なくなつたρである。

国で最初の「総合農村電化模範施設委託指定村」に指定　　　ちなみに，石油の消費規正は昭和16年より始まつたの

されて以来，村民が一致団結，村の電化につとめた結果　　であり，銃後の食糧生産にも事欠くようになつたのであ

によるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　当時，さつそく村に時の村長を委員長とした「農事電　　　そこで，この農業におげる労力不足と石油不足には，

化促進委員会」が組織され，農村農化のごとについては　　電力の利用が最もよいと村の識者たちは考えた。

総てここで審議決定され，実行に移されたのである。　　　　そして，昭和／8年秋はじめて，この村に200ボノレト三

　今目では，この委員会がただr電化委員会」と呼ぱ　　相電線の直下の水田において，約1町歩について電動力

れ，各部落の代表者がメソバーとなり，必要に応じて開　　による脱穀を実演して見たのである。

催され，既設設備の維持補修，保管，新計画の樹立など　　　その結果，この労力不足に対しては，やはり電力利用

について協議されているが，指定された当時には，ほと　　が最もよいとい．うことが，村民一般にわかつたのである。

んど毎月集会が盛んに続げられたものであるという。　　　　そして，その翌19年にも，一まだ電力受口の取付げがで

　現在，農村の各地において電化が行われつつあるげれ　　きていなかつたので，総て張電線からの引下法で電力を

ども，それはまだ部分的であり・個人施設が多く・、せい　　導き・共同の作業移動班を編成し，各地の水田を廻つて

ぜい共同で行われても部落単位ぐらいめものである。　　　共同脱穀が行われたのである。

　ところがこの村では最初から全村電化を目標に，全く　　　昭和20年6月に，始めて水田所在の各地に電力受口が

村の共同事業施設として誘ガ灯，電動力利用，ラジオの　　取り付げられ，更に2／年10月には，動力線専用の引込工

共同聴取などを行い，その共同設備の利用受益が，全く　　事が延長して施され，この年の暮，農林省から指定村に

平等に均等に各戸に与えられるような方式で行われたの　　されたおかげで補助金7与・000円を受げ，かつ各種の資材

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を公定価格で優先配給してもらい，その得た力の勢で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22年にはほとんど全村に三相モーターの電力が利用でぎ

　　　　　　　調査村の電化賓態　　　　　　　　　るようになつたのである。

　そもそも，この村に農業電化の話が起つたのは昭和18　　　昭和25年には，／60箇の電力受口が村の水田各地に設

年の秋からである。　　　　　　　　　　　　　　　　　けられ，そこから／00m内外のキヤプタイヤーコードを

　それは，日支事変が昭和2年に起つてから，昭和16年　　振り廻せば，任意の土地で自由自在に全村水田にモータ

には太平洋戦争にと戦線が飛躍的に拡大され，村の男の　　一の使用が可能となつたのである。

著者はほとんど全部兵役と軍需摩業とに動員され，残り　　　脱穀機の数も，昭和25年までに村全体では80台購入さ

は婦女子と老人という量，質ともにすごぶる貧弱な農業　　れ，しかもそれが全部，部落または数人の共同購入で共

労伽状態となつて来たのである。加うるに，石油発動機　　同利用され，調製機は村の農協が全部一括購入し，各部

　　　　　　　　　　　矛7表　　電力受口施設と脱穀機，調製機の年次別増加概要

年次
区分

昭和／8年 19　年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 計

電
力 設備数 コード引下法 コード引下法 10 34 68 8 40 一

160

受
費用額円 7，600 25，脳0 5／，680 6，080 30，400 一口

I／21，600

脱 購入数育 ／ 3 1
8

14 20 13 16 5 80
穀
機 費用額円 3，000 9，000 24，000 46，200 90，000 85，800 208，000 65，000 53／，000

調 購入数育 ‘ ■ 一
／2

一 2 2 2 18
製
機 費用額円 ．一 一 一　‘ 66，000

i
35，600 94，000 90，000 285，600

　　160

／21，600

　　80

53／，000

　　18

285，600

（備考）　資料は同村，農業協同組合電化係資料による。
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501 ,550 . CCP~ 
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、のが昭和22年であるげれども，その年は，前述の電力利　　から放送ができるようにしたのである、これは昭和24隼

用に主力が注がれ，誘ガ灯の全村敷設は23年と24年とで　　の春のことであるが，これを村内の他部落も模倣し，漸

総数85灯全部が完成し，約3町歩に1灯の割合で6，7　　次村全体にまで，すなわち電灯の無い山奥の一軒家（こ

8月の3ケ月間にわたつて偉用されたのである。　　　　　の村には昭和25年当時，まだ無電灯農家が／5戸　　無電

　いまこの村でそれに要した敷設費概要と・その使用料　　灯農家率4・3％．「あつた）にまで拡大し・更にラジオ

金とを見れぱ矛9～10表の通りである。　　　　　　　　　をほとんど各戸に持つている「市」の各戸にまで，全村

　なお参考までに，昭和24年度におげる誘ガ灯敷設工事　　全戸にスピーカーの配線工事を完成したのは昭和25年春

費の明紬を表示すれぱ矛1／表の運りである。　　　　　　　であつた。

　これまで紹介したところは総て農業生産施設として　　　これによつて，村の中央放送機カ喰場と農協との間の

の，いわゆる農業電化ないしは農産物の加工電化であつ　　放送室に設げられ，それから／3の各部落に主任の家の親

たのであるが，’この村には各種の文化施設としての電化　　ラジオ（放送機）にまで幹線配置がなされ，この各部落

が行われたのである。それは，まだ台所改善にまで電気　　の親ラジオからは，またそれぞれその部落の各戸全部に、

の利用は行われてはいないけれども，ラジオの共同聴取　　あるスピー力一に配線工事がなされているのである。

という非常におもしろい文化施設が行われ，このほか，　　　そこで村の申夫放送機から，全村全戸に一声で放送が

厚生施設として高度に電気の導入された総合病院を持　　可能である。また逆に各部落の親ラジオから，村の申央

ち，更に「農業電化実験農場」という研究機関まで一時　　に逆放送も可能となつている。だから，村当局や農協か

は存置したのである。　　　　　　　　　　　　　　　　ら各戸に必要伝達事項が示されたり，村会の模様が全村

　このうちラジオの共同聴1取は，村でも一番北端の辺ぴ　　に放送されたり，村で招待した知名士の講演や料理講習
　さかいげ
な「境下」部落にある白石勇氏の家から始まつたのであ　　会なども村内各戸に放送でぎるのである・

る。それは，最初，白石家のうちのラジオをラジオの無　　　また逆に，部落の方から急病の通報ができたり，出火

い隣家に聞かしてあげるというので，’隣家にスピーカー　　の呼出，そのほか村の申央や他部落に種々の連絡ができ

を取付げ，白右家の親ヲジオに連結したのが始まりで，　　る仕組になつている、そして平素は，村に一番よく入る

全く民間の思いつぎから，しろうとの手で始められたの　　NHKの小倉放送を入れているのである。

である。そして，始めはラジオの無い家だげに拡げたの　　　いま，これに要した施設費概要を示せぱ矛／2表のよう

であるが，それを境下部落全戸にまで拡大し，親ラジオ　　である。

　　　　　　　　　　　　矛12表　ラジオの共同聴取施設費概算表

昭和24年度 昭和25年度 昭和25年度　て農協直営の幹線工事費）

部落名金　　額 部落名金　　額 種　　目 晶　　質 数　　量 単価 金　　額

境　下
川

久　森
円

電　　　柱 杉丸太 220本
円 円

140，000 85，000 ア0 15，400

寺　地 ／50，000 中　原 ／20，000 電　　　線
1．6偽亜鉛

引鉄線
／0巻（ろろ，000m） 2㌧500 25，000

大　庭 ／00，000 中　村 60，000 ガ　イ　シ 700箇 18 ／2，600

大　代 65，000 神田口 90，000 奉仕労賃 村の青年団 約200人役 50 10，000

高　良 85，000 放送本機 1セヅト ろ2，000

下　市 70，000
スピーカー及 シーノレド線

び付属具 2，000皿 7 ／9，000

田　代 ／00，000 腕　　　木
ヒノキ5．5×
5．5×70c㎜ 500本 20 10，000

駅　前 70，000 ボ　ー　ト 500本
皿’／0

5，000

上　市 70，000 雑　　．費 3／，000

計 455，000 計 750，000 計 160，000

　　（備考）　1．総戸数580戸として一戸当り約2，355円となる。

　　　　　　2．三ケ年間の総工事費は1，365，000円である。

　　　　　　3，昭和24，25年度の部落別負担工事と25年の幹線工事費農協直営費とに分けて計算した。

　ここで，以上に述べた諸電化を遂行するのに支出した　　　すなわち，戸外電力の受口施設費は一切を農業会およ

費用と，その後の施設維持費との拠出方法を一言すれぱ　　びその後身である農業協同組合が負担し，更に調製機の

次のようである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購入費，申夫加工場施設運営費，誘ガ灯設備に関する一
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　　　　　　　　農業電化の効果

　そも．そも農業電イととそれに伴なう機械化は，労仇の生

産力を高める基本的な要因である。それは，電力と機械

力との利用がそれだげ人力を節滅でぎるものであり，そ

れによつて生産量に変化が無いか，あるいは増加した場

合にはもちろん，たとえ生産総量の減少があつたとして

も，その割合以上の比率で投下労仇の師減が行われた場

合には，常に単位労仇当りの生産量が増加していること

を意昧するものである。それ故に，農業生産全体として

見た場合，限界を超えない電化ないし機械化は，他の事

情が変らなレ、隈り・農産一　　　　⊥矛13表

物単位当りの生産費を常
に低減1せ／方向に導／ぶ大・年犬1・年

ことになる。従つて，こ　　　　　　　　　千育　干育

の場合農家にとつて，そ　　モ｝夕一　　0－68　　　2

の生産物の価格が騰貝す　　石油発動機　　／・78　　9

るとぎ，ないしは変化が

ない場合においても，積

極的に農業所得の増大す

’る芳向に向かうことはも

とより明白である。

　しかしながら，なおた

とえ，農産物の価格が下

落した場合といえども，I．

その下落のテソポが生産

費の低下速度に此較して　　　（備考）

遅れている場合には，常

切の費用，ラジオ共同聴取のうち村の中央放送機から各　　に農業所得がそれまでより増大すすることも確かであ

部落の親ラジオに至る幹線施設費の一切などは，総てこ’　る。

れを農協が負担し支出したのである。　　　　　　　　　　更に消極的に考えても，農産物市場価洛の低下速度が

　そして，各部落毎に共同で負担したものはモータr’　　早いような悪条件の場合でも・それに幾分でも対応でき．

脱穀機の部落共同購入費と，部落共同加工場の施設費，　　るというものである。

更にラジオ共同聴取のうち，部落親ラジオから各戸に至　　　以上は，理論的考祭におげる電化ないし機械化の効果

る配線工事費などの共同負担部分である。　　　　　　　　であるが，理論的のみならず実際的具体例においても，

　そこで，直接個人負担となつているのは，電熱温床な　　たとえぱ，ムギの脱穀は田植前後の労仇ピークの一大原

ど個人施設費と，ラジオの電気料，聴取料のほかに，以　　因であるが，これを緩和するために動力脱穀にすれば，

上の村全体の共同施設を維持する維持費の負担割，．これ　　人力の足踏脱穀に比較して所要労仇力は約三分の一，所

は主として電力料金などであるが，このほかに将未の拡　　要経費は約二分の一で足りることになつている（吉岡金

張費をも合めて共同負担するため，各戸に農家において　　市，日本農業の嬢械化，110頁及び118～119頁　昭和16

は米の生産俵数に応じて俵当50円内外の別途徴牧がなさ　　年参照）。

れるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここに農業電化ないし農業機械化の経済的必然性が存

　この村には，大約仏000俵の米の生産があるので，ほ　　在するのである。

ぽ60万円の牧入が農協に牧められ，これで村の共同電化　　　以上の，弘経済的個別経済の見地からする有利性の上

諾費用がまかなわれるのである。　　　　　　　　　　　　に，更に社会的国民経済全体の上からも，この農産物生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産費の低下傾向が，重要な役割を果すことは明かであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。すなわち，生産費の低下は，とりもなおさず交換価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値の低下を来たし，従つて，農産物市場価格の低下の真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の基礎となることが明白である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民食糧の豊富低廉という公経済的政策目的のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客観的基礎が，ここに確立されるわげである。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、次に，耕起整地について，実際に農業電化が人力や畜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力に比較してどれほどの労仇華率を高め得るか・という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを別の資料（伊藤俊夫，農政学概論，160頁，昭和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25年、参照）で見ると，耕起整地については，人力がグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日の行程0．35反，畜力が2反に対し，モーター並に石油

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国主要原動機台数の年次別変遷　（大正9年～昭和22年）

昭2年
千音

1
1
39

昭8年
干育

3ア

80

昭／2年

千育

66

／25

昭17年

干育

／44

3／6

昭20年

干育

151

262

昭22年

千育

286

229

昭22．8．／

セソナス

干台

ろ96

3／5

（備考）資料は，愛甲勝矢，日本農業の再生産におげる生産手段と生活手段

　　　　r農業総合研究」矛8輯（／949）24頁より。

　　　矛／4表　最近におげる全国の農業用電動機状況　（昭和25年～2ア年）

台　　　数 容　量（旺） 電力量（kWH）
年　次

実数1％ 実　　数 ％ 実　　数 ％

昭和27年度 1，4糾，4／6 100 2，／84，／08 100 480，402，379 ／00

昭和26年度 1，394，589 94 2，055，508 94 450，025，8ろ9 94

昭和25年度 1，279，817 86 1，9／7，51／ 88 409，2／0，785 85

資料は農林省農業改良局，経営課，農事用電気利用統計（昭和27年度），

1954，4頁，矛2表より作成。
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発動機はいずれも6～7反である。

　このほか所要労仇の節約は，主としてかんがい排水，

除草，皿脱穀，調製，加工という作業においてであるとい

われている。

　さて，わが国において，前にも触れたように，労力不

足と石油の消費規正という二大原由が戦時中から戦後に

かげて農業電化を飛躍的に進めているのであつて，才／3

表，才14表はそれを物語るもユのであるが，これはモータ，

一の使用が特別に石油発動機の使用より経済的に優れて

いるためではない。両者の経済自守性質はほとんど大奉が

なく，従量制の場合が定額制の場合に比較して石油発動

機よりも低廉であることが，農村電化調査委員会によつ

て示されている程度である（前掲，農政学概論，159頁

参照）

一矛／5表

　一モータ」の定置性を石油発動機のように可動性あらし

めるには，ケーブノレとか，キヤプタイヤーコードなど，

種々の配電線施設が必要であるのに，度々言己したような

労力不足と石油不足との二つの要因が農業電化を必然的

に促進せしめたまでである。

　しかして，この滝部村で惇全村を挙げて全く共同体制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あわの　むかい俸っでもつて電化を行つたので，それが隣村の粟野村の向坊苗

とい’う隣接部落で，その部落だげ滝部村と同程度の電化

を個人施設で行つたのと比較して見ると矛15表の一よう

に，共同軍化の方が圧倒的に維持費において特に有利で

あるζとがわかるのである。すなわち，モーターや作業

機の反当購入費が共同施設において個人施設の約1．7分

Iの1であるのに対して，電力の反当料金は，芦同施設は

個人施設の約3．5分g／ですむことがわかる。

電動力脱穀調製の個人施設と協同施設との費用比較

個　人施　設

（栗野村向坊）

協　同　施　設

（滝　部村）

水田

面積

町

町

240

馬力別

施　　設

旺

常設　2

季設　2

　　旺

常設

季設

季設

季設

3

1

2

3

モータ

ー台数

台

19

7

台

17

／9

10

　9

電力料金

円

98，708

（3ケ月）

　20，681

計／／9，389

　　円

　125，766
（3ケ月）

　　42，579
（3ケ月）

　　29，550
（3ケ月）

　　39，912

計237，807

電　　力

反当料金

　　　円

　349，70

　　円

99．09

一モーター作業機購入費

機　　　　名

モーター　1台

脱穀機　イ台

籾摺機　1台

計

ヅl1
鑑／自動1台

機　手扱　1台

　　籾摺機1台

計

価　　格

　　円
9，000

13，000

42，000

656，000

7．000

9．000

10．000

36．000

13．000

42，000

台数反当購入費

1
ド

／9

10

　　　　　円26
　　　1．0／6
17

58

14

2，437，000

（備考）（1）常設については自家精米を主としているが，基本料金のみを計上し，使角電力料金は除いた。

　　　　（2）協同施設では天侯，作業人員などの関係で，自家の望む日時に作業ができない。

　　　　（3）（2）のような不便はあるげれども，反当電カ料金及び作業機代金の面からして，協同体制をとる

　　　　　　ことが，この不便を補つて余りあるものと思われる。

　　　（4）資料は山口県豊浦郡滝部村，農協電化係，昭和25年調による。

　　　　　　　農業電化の問題点

　農業電化には種々の問題点が横たわつていると思われ
　（注）　　　　　　　　　　　　　　　　⑧⑧⑧

る。しかしここでは農業電化の限界性について，次の二

点を述べるに止めよう。

　矛一に，農業の電化，従つて農桑の機械化は，それが

最適として要求する電化ないし機械化の要求する作業規

（注）柵え瞳，磯鰯後，農藁縄奮，観倉書店，肌323一搬，1955にお

　　げる「農藁機廣化を副約する諸事情」を昆よo’

模と，現在条件下におげるわが国の，現実の経営規模と

のギヤヅプからくる不合理性の問題である。

　この不合理性は，多くは電化～機械の遊休性の問題で

もあるが，それは逆にいつて，現実の農業経営規模から

くるその作業規模が，電化の規模ないしは程度を規制す

るという農業電化の限界性仁ついての問題でもある。

　すなわち，農業電化が経済的に能率を上げ得る適正規

模は・面積にして10町歩巾外であるといわれている（前
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年　　次
昭15年 ／6年 17年 18年 ／9年 20年 2／年 22年 23年 24年 25年

区　　分
家庭用一／・圧

1 3 3 5 5
農業用 1　正P 1 1 5 7

／3 17 ／9 2ア

及び 2　B1江 1 6 4 5 8 8 8
／0 ／4

加工用 3　圧 ／ 2 2 3
／3 19 22 25 3／ 26 24

工業用
5正P以下 1 1

．1 ／ 1 ／ 6 6 6 4
5旺以上 ／0 10 10 ／0

合　　　計 1 3 4
／
1 ／9 1・・錫 65 75 76 、84

掲，農政学概論，160頁参照，なお，自動耕うん機の場　　あることを示すものである。

合は，大体5町歩で最も能率をあげるとされている一　　　現に滝部村の農民の言によつても，共風め大型機械は

菊元富雄，岡山県南部地帯の農業・とくヒ興除村につい　　理想下はあつても現実にはあまり効果が無い。それより

て一農業経営通信195ろ，1，、Nαブ，2ろ頁農研土地利用　　は小型のものを数多く使用する方が農作業を適時適確に

部，参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なし得てより便利である，といつている。

　これに対して現実の経営規模は，この滝部村のような　　　この問題を解決するためには，先ず電化ないし機械化

耕地率の非常に高いところでさえ平均9．3反であつて，　　の要求する最適規模に現実の経営規模，とくに作業規模

もちろん全国平均でも1町歩以下である。　　　　　　　　を適合させる各種の規模拡大方策，たとえぱ経営の多角

　このような状態であるからして，矛16表に示された滝　　化，集約化，作業の共同化などによる電化の総合利用が

部村でのモーターの用途別，馬力別増加状態を見れぱ以　　採られなげればならないのである。

上の割青が裏書されていることを知るであろう。　　　　　　この場合，家計用の電化，家庭電化をも合せて，生産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面のみならず消費
　　　　　　矛16表　滝部村におげるモーターの用途別，馬力別増加状況　（台数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面，文化面までを

　　（備考）資料は同村，農協電化係のものによる。

　すなわち，矛16表によれぱ農業用として，頭初3馬力

ものが非常に増加していたのであるが，それが近年にな

るほど減少し，反対に1馬力ものは最初ほとんど無かつ

たのであるが近年になつて飛躍的に増加して未ており，

2馬力ものは順調な足どりで増加している。ごれは，最

初大規模に共同経営で能率をあげようとした計画が，実

際にはそれが許与されないで，現実の零紬な小規模経営

の作業規模，作業形態に衝突して，機械そのものが現実

の経営規模や作業形態にあてはまるように適応して行つ

たことを示すものである。

　このことを，最近におげる全国の実態で見ても，前の

矛14表に示す電動機の容量（正P）の増加傾向は台数の増

加傾向に比較してそれほど激しくはなつていないのであ

る。

　そして電力量（KWH）の消費率が最も激しく増加し

て行つているのである。

　このことは，要するに滝部村と同様に箪化は進むが・

それは大型の圧が進むのではなくして小型の台数が増加

し，小規模な作業形態が数多く行われよラとする傾向の

（桂）森周六，「農藁の近代化について」，昭和26年7月1胡。島根毘勧大祭

　　‘二お｛ナる轟載貫よりo

も併せ配慮される

ところの，いわゆ

る農業電化だげで

なく農村電化とし

ての総合牲が発揮

されなげれぱなら

ないのである。

　次に，以上の電

化規模に現実の作

業規模を適合させ

るとレ）う方向とは

逆の方策で，機械そのものを現実の小規模作業形態に適

合させるような，作業機の改良改善が考慮されなけれぱ

ならないのである。

　この機械そのものを現実の農業経営規模，作業規模…

作業形態に適合させるということは，現在の目本農業を

とりまくMonsoon地帯の自然的条件ならびに社会経済

的条件の環境が必然的に農業に対して要講される農作業

の零網性，精密性，巧妙性に基くものである。

　前の，経営規模，作業規模の拡大化は，「現在の電化

一一機械化の状態からして，少くとも3～4町歩の経営

規模の作業量が欲しいであろう」という森周六博士の言
（注）

葉からしても，積極的←作業規模の拡大化がとられなげ．

れ頃なるまい。

　以上の積極軍と消極策との両者が積極的に採用される

ならぱ，農業電化は，その限界を積極的に拡大され得る

契機が与えられるものである。

　問題の矛二は，電化によつて労仇の生産性が高揚する

としても，それによつて析出された節約労イカがいかなる

面に消化され得るかということ・これである、

　もちろん，節約して析出された時間を文化面に消費す

ることが終局の目的とはなるであろうが，所得の可及的
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増大を追求する経営経済の立場からは，労仇が楽年はな

つたが所得が減少した，というのでは経営の合理化にな

つていないのである。そこに電化の限界がある。

　電化の限度は・理論的にいつて，その電化による限界

費用をその電化の結果一他の事庸を同一にして一今

までよりより多く獲得されるであろうところの限界牧益

によつて償い得るというところまでである。

　もしも・この限界を超えて電化が行われ牟場合には，

前に述べた言葉がそのままここにあてはまることにな

る。すなわち電花限界の過ぎたるは積極的の損失を招く

ものであることは疑いない。しかし，逆にもしも，電化

の程度がその限界点まで行われないでいるとぎは，その

経営は，それによつて消極的な損失を招いていることも

事実である。なぜならぱ，その農業経営にとつて，電化

によつてもつと積極的に上げ得るであろうところの牧益
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
獲得の可能性を失つているからである。

　そこで余剰労仇の消化と電化限界の可及的増大のため

には，農業電化によつて直接にその電化された部門にお

げる生産の増牧をはかると共に，更に節約労仇を経営内

部の他の部門に叫・て消化吸牧され得る組織の創出が考

えられなけれぱならないのである。

　このことは，私経済的農業経営内部での方策である

が，次には農業経営の外部に兼業として労仇を販売する

ことが考羊られる・そしてこの後の場合は，労仇雇よう

の機会が与えられるような工業その他の諸産業の発展が

期待されなげればならないこととなるI。

　しかしこのことは，広く国民経済全体の問題であり，

埠界経済ともつながる政策の範犠に属することである。

　農家が農業電化の隈界を，このことのみに頼つて急速

に進展させることは困難七あろう。

　従つて，勢い，農家の採るぺぎ方策煤，前者の直接そ

の電化部門における増牧をはかると共に，経営全体にお

ける他の部門への余剰労仇吸牧のための，経営組織の複

雑化，多角化をはかり，以て農業経営全体として，農業

生産物の増産と晶質の向上とによる所得の増加が期せら

．れなければならないのである。

　この農業経営におげる所得増加の一契鐸が電化によつ

て与えられると共に，その所得増加がまた電化限界を拡

大して機械化を推進させ得るという，農業発展のために

力強い有効な因果関係を導入するものである。

　すなわち，農業電化による農業経営組織の複雑化，多

角化，立体化，高度化は，農業内部への余剰労仇力吸枚

　（注）Th　Brmkmann　1）ω0θ庇o〃o肌泌∂65Z伽∂．

ω汁玄3C尻α∫〃北加η3θ打三θ加3，19批犬槻正男譲，農藁

1鍵蟹露濟勧PP．16－18．1942．参照

才3報　　（1955）

可静性を与えると共に，電力利用の総合性一農業生産

のみならず家計消費面までをも含めた，農業電化ではな

くして農村電化としての総合性　　が発揮されるのであ

る。

　更に農村電化による農業経営の高度化と，農家生活に

おげる文化の向上とが，農村青年男女に対して，経営や

家政に関する興味と研究心とを与え，その結果農業生産

力の力強い発展の基礎が得られるものと思われる。

　これら農村電化による一連の問接的派生効果は，連鎖

反応的に作用し合つて農業発展の停滞性を克服するであ

ろう。

　　　　　　　　摘　　　　　要

（1）この報告は山口県豊浦郡滝部村におげる農村電化の

　実態調査に基くものであり，この調査は1950年の夏か

　ら秋に至る約4箇月の聞に行われた。

（2）農村電化の行われた直接原因は，矛二次世界大戦の

　影響による農業労仇力の不足と，農業用石油の消費規

　制との二つによるものである。

（3）この村におげる電化施設は電動力の利用，誘ガ灯利

　用のほかに，ラジオの全村共同聴取という特殊の施設

　がある。

（4）この村におげる電化施設のほとんど総てのものは，

　全村の共同によつてでぎたものである。そしてこの共

　同電化は個人電化に比較して特にその維持費におい

　てブはるかに経済的であることを知つた。

（5）農業経営上の電化限界について，以下の二つの問題

　点を指摘した。

　lal一つは，電化それ自体が要求する経済上の適正な

　　規模と現実の農業経営規模との不均衡からくる不合

　　理性の問題を提起し，

　1b1今一つは，特に隈界理論の経営経済学的原理から

　　する農業電化による余剰労力の消化性の問題をあげ

　　た。
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　　Thls1s　a　report　on　the　actua1cond1t1ons　of

rura1e1ec打ification　in　tbe　vi11age，Takibe－mura

m　Toyoura　D1str1ct　of　Yamaguch1Prefecture

　　The1nvest1gat1on　was　carr1ed　out　durmg　some

four　months　fro皿suInmer　to　autumn1n／950

1）　In　th1s　far皿v111age，the1mmed－1ate　mot1∀es

　for　e1ectrification　were　the　shortage　of　fran1

　1abour　and　the　r6str1cted．consumpt1on　of　petro－

　1eum　used　for　farm011－eng1nes，　und－er　the1nf1－

　uence　of　the　WOr蛆War皿．

2）　Tlh1s　v1uage　has　a　pecul1af　e1ectnc　equ1pment，

　the　com血un1ty　rad1o　to　wh1ch　the　who1eマ111age

　11sten　through　the1r1nd．1v1dua1speakers，1n　add．1・

　t1on　to　far皿1e1ectromotors　or　11ght　traps．

3）　　Most　e1ectic　faci1ities　of　this　∀i1Iage　are

　constructed．王n　the　co－operat1on　of　a11　v111agers

　　．The　investiξation　s1howed－that　co－operative

　e1ec亡r1f1cat1o皿，　as1n　th1s　∀111age，　1s　far　二more

　econom1caI，espec1a11y1n　upkeep　expenses，than

　1nd1v1d－ua10ne

4）　As　to　the　e1ectr1f1cat1on11m1t1n　farm㎜an－

　age：ment1t　was　pomted　out

　　（a）　That　there　1s　an　econom1c　unba1ance

　between　the　proper　sca1e　of　fac111t1es　to　be　fe－

　qu1red　of　e1ectr1f1cat1on　1tse1f　and　the　actua1

one　of　far㎜mg1皿wh1ch　the　vmage　stand．s

　　（b）　That　there　arises　a　question　how　the

surp1us1abour　caused．by　rura1e1ectrification　is

to　be　used　on　the　basis　of　the　n1arginaI　theory

1n　bus1ness　econon11cs．




